
責
任
を
果
た
す
、未
来
を
創
る
�

横
浜
市
会
議
員
　
森
裕
之

寄 稿世
代
を
つ
な
ぎ
、都
筑
を
つ
な
ぐ

「
駅
伝
型
地
域
社
会
」
の
さ
ら
な
る
実
現

都
筑
を

「
安
全
の
モ
デ
ル
地
域
」へ

　
「
通
学
路
安
全
確
認
マ
ッ
プ
」

を
有
効
活
用
し
、
犯
罪
・
交
通

事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ

「
予
防
型
」
の
安
全
な
生
活
環

境
づ
く
り
に
市
民
・
行
政
と
共

に
継
続
し
て
取
組
み
、
着
実
に

道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
空
間

の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
４
年
間
の
活
動
成
果

の
総
括
と
し
て
位
置
づ
け
た

「
改
善
事
例
集
」
作
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
新

年
度
の
４
月
に
照
準
を
合
わ
せ

て
防
犯
・
交
通
安
全
に
配
慮
し

た
改
善
事
例
や
今
後
の
課
題
な

ど
に
関
す
る
取
り
ま
と
め
作
業

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

他
方
、
地
域
の
皆
様
か
ら
は

「
公
園
や
農
業
専
用
地
区
周
辺

の
道
路
は
放
置
自
動
車
が
未
だ

に
多
く
、
放
火
な
ど
犯
罪
不
安

を
感
じ
て
い
る
」「
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
考
え
る
と
、
通
学
区

域
の
あ
り
方
に
も
問
題
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、

あ
ら
た
め
て
地
域
の
問
題
点
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
は
、

「
連
携
」
と
「
継
続
性
」
が
き

わ
め
て
重
要
で
す
。
そ
し
て
何

よ
り
も
「
安
全
」
は
、
い
わ
ば

地
域
の
大
切
な
「
公
共
財
」
で

す
。
都
筑
が
「
日
本
一
安
全
な

都
筑
」
と
い
わ
れ
る
安
全
の
モ

デ
ル
地
域
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

「
若
者
ア
ク
テ
ィ
ブ
支
援
」

中
高
年
世
代
か
ら
若
い
世

代
へ
、経
験
・
知
恵
の
伝
授

　
「
若
者
ア
ク
テ
ィ
ブ
支
援
」
と

し
て
、
地
域
・
国
際
協
力
活
動

を
展
開
し
て
い
る
学
生
た
ち
を

継
続
的
に
支
援
す
る
一
方
、
若

者
た
ち
が
語
り
合
う
「
森
そ
ば

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
国
際
協
力
編
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
講
座
の
目
的
は
、
人
生
の

進
路
を
模
索
し
て
い
る
学
生
た

ち
の
挑
戦
や
可
能
性
の
実
現
を

応
援
し
、
若
い
世
代
の
ア
イ
デ

ィ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
反
映
し

た
次
世
代
型
の
地
域
社
会
の
創

造
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。

本
講
座
に
参
加
し
た
学
生
た
ち

は
、
実
社
会
で
奮
闘
す
る
先
輩

た
ち
と
の
対
話
を
通
し
て
自
ら

の
進
路
を
主
体
的
に
考
え
、
可

能
性
を
実
現
し
よ
う
と
新
た
な

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
実
践
活
動
に
基
づ

き
、
議
会
で
は
地
域
・
学
校
・

行
政
の
協
働
に
よ
る
「
実
践
的

・
参
加
型
の
教
育
」の
必
要
性
や
、

若
者
の
主
体
的
な
政
治
・
社
会

参
画
の
仕
組
み
づ
く
り
の
重
要

性
を
強
く
訴
え
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
中
高
年
世
代
の
経
験
・

知
恵
を
提
供
し
て
若
者
の
潜
在

力
を
引
き
出
し
、
彼
ら

の
挑
戦
・
成
長
を
応
援

す
る
「
若
者
ア
ク
テ
ィ

ブ
支
援
」
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

援
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
大
地
震
な
ど
の
災
害
時
に

多
く
が
犠
牲
と
な
る
の
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
等
の
要
援
護

者
で
す
。
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
は
「
他
人
事
」
で
は
な
く
、

「
私
た
ち
自
身
の
問
題
」
で
す
。

　

若
者
人
口
が
多
い
と
い
わ
れ

る
都
筑
区
で
も
確
実
に
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
高
齢
社
会
に

対
応
し
た
地
域
の
危
機
管
理
の

仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、「
生
活
の
知

恵
」
を
有
す
る
高
齢
者
一
人
ひ

と
り
の「
出
番
」を
生
み
出
し
て
、

人
と
地
域
を
元
気
に
す
る
仕
組

み
や
地
域
自
治
の
構
築
が
急
務

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
防

災
を
主
軸
に
、
世
代
と
多
様
な

地
域
活
動
を
つ
な
ぎ
、「
安
全
で

心
が
通
い
合
う
都
筑
」
の
実
現

へ
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

私
が
実
現
を
め
ざ
す
「
駅
伝

型
地
域
社
会
」
は
、
都
筑
の
持

っ
て
い
る
地
域
の
資
源
、
地
域

の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
て
、
中
高
年
世
代
の
経
験
・

知
恵
を
若
い
世
代
に
伝
え
、
次

世
代
に
わ
た
り
「
住
み
よ
い
都

筑
・
横
浜
」
を
実
現
し
て
い
く

地
域
社
会
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
掲
げ
て
い
る
政
策
は
す

べ
て
、
地
域
社
会
の
主
体
的
な

動
き
を
推
進
す
る
、そ
し
て
「
駅

伝
型
地
域
社
会
」
の
さ
ら
な
る

実
現
へ
つ
な
が
る
政
策
で
す
。

子
ど
も
は
「
地
域
の
未
来
」
の

担
い
手
で
す
。
若
い
世
代
は「
地

域
の
可
能
性
」
を
引
き
出
す
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
中
高
年
世
代

は
「
地
域
の
経
験
」
を
提
供
す

る
知
恵
袋
で
す
。
そ
し
て
、
森

ひ
ろ
ゆ
き
は
「
地
域
を
創
造
」

す
る
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
で

あ
り
た
い
。

　

今
後
も
市
民
と
と
も
に
知
恵

を
絞
り
、
自
ら
体
を
動
か
し
て

地
域
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む

市
民
政
治
―
「
森
そ
ば
」
の
原

点
に
立
ち
、
世
代
を
つ
な
ぎ
、

都
筑
を
つ
な
ぐ
「
駅
伝
型
地
域

社
会
」
の
さ
ら
な
る
実
現
へ
、

こ
れ
か
ら
も
挑
戦
を
続
け
ま
す
。

活動紹介

森ひろゆき事務所　TEL・FAX：045-911-8475
http://www.morisoba.org
E-mail：mori@morisoba.org
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都
筑
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

〈
創
造
す
る
〉�

「
安
全
で
心
が
通
い

合
う
都
筑
」の
実
現

　

私
は
、
新
潟
県
中
越

地
震
や
ス
マ
ト
ラ
沖
大

津
波
な
ど
国
内
外
の
大

地
震
の
被
災
地
を
訪

れ
、
被
災
者
・
復
興
支


